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ハウス 収穫播種 定植温床育苗

116

ニラ　英名：Chinese chives　分類：ヒガンバナ科ネギ属に属する多年生野菜
　学名：Allium tuberosum Rottler ex Spreng.

・�原産地：中国西部。
・温度適応性：耐暑性、耐寒性が強い。
・発芽適温：最適温度 20℃前後、最低温度 10℃、上限は 25℃。
・�生育適温：20℃前後。5℃でも速度は遅いが生育し、25℃以上になると生育速度は速くな
るが、葉が細く葉肉は薄くなる。
・光適応性：強い光を必要とする。
・�土壌適応性：土質を選ばず、砂質～粘土質まで幅広く栽培することができる。乾燥には強いが、
過湿には弱いので排水のよい壌土が適する。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（pH6 ～ 7)が最適となる。酸性土壌では生育が悪い。
・�花芽分化と抽苔：長日植物。ある一定の苗の大きさになったとき、一定の期間 14 時間以上
の日長に遭遇することで、花芽分化が誘起され抽苔・開花する。通常栽培では、6月中旬に
花芽を分化し、7～ 8月に抽苔・開花。ただし、花ニラ専用品種は日長に関係なく、温度（10
～ 13℃）さえ確保できれば連続して抽苔する。

・作型別栽培方法
（1）�夏どり栽培：5 ～ 10月収穫の作型。露地、もしくは雨よけでの栽培となり、自然の気象

条件で生育して収穫をむかえる。露地栽培では、降雨や風などによって品質低下が見ら
れやすい。品質向上や計画的な出荷を行うためには雨よけ栽培が好ましい。収穫は刈り
捨て後 18～ 25日が目安となる。品種による抽苔期の違いを利用して、品質・収量を安
定させる。

（２）�秋冬どり栽培：10 月頃から冬期間にかけて収穫する作型となり、無加温ハウス栽培が中
心となる。保温方法は夜温によって異なり、0℃までであれば 1重被覆、-5℃までは 2重
被覆、それ以下になる場合は 3重被覆が必要となる。収穫は刈り捨て後 25～ 40日が目
安となる。


